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　決め手くん通信！
こんにちは。ボクは、県産品ＰＲ用キャラクター「決め手くん」。県や関係団体などが取り
組んでいる県産品販売促進活動の情報を、毎月インフォメーションで紹介します。

◆　伊勢丹浦和店で「青森県の物産と観光展」を開催！

　１２月２６日（水）～３０日（日）の５日間、埼玉県さいたま市の伊勢丹浦和店において、青森

県の特産品販売、観光客誘致を目的に「青森県の物産と観光展」が開催されました。

　３０業者が参加、「大間まぐろ丼」や「りんご加工品」、「りんご」、「りんご酢」等の物産を

売り込み、青森の特産物を目当てに期間中何回も足を運んだお客様もいました。中でも人気だった

のは「大間まぐろ丼」。大トロ、中トロ、赤身がのった「うだで具丼」がお買い得でした。

　また、最も盛り上がったのが「高見盛関トークショー」。開始の１時間以上前からお客様が集ま

りだし、関取が現れると会場はごった返しました。関取は「子供の頃、よく弘前城の桜祭りに行き

ました。きれいでしたね。」「自分の血液はりんごジュースでできているくらい飲みましたよ。」

と観光名所の紹介やりんごのＰＲをしてくださいました。

　県では、今回の物産展を通じて、首都圏の方々に青森の味と技を感じていただくことができたと

考えており、今後もさまざまな取組により、県産品の魅力を発信していくこととしています。

県産品をＰＲしてくれた高見盛関
※『東関親方とマネージャーから掲載の了解を得ています。』

決め手くんも青森の魅力をＰＲ

　県では、今年度、県産品マーチャンダイジ

ング支援事業と地域特産品ブランド化推進事

業等により「売れる商品づくり」を支援して

います。

　この度、これらの事業を活用して（株）中

村醸造元の「大間マグロ醤油」と（有）十美

商事の「十和田美人ごんぼ」が完成、地元

スーパーなどで好評を博しています。

　また、他の事業者も、２月に東京で開催さ

れる「青森の正直」展示商談会や青森で行わ

れる成果発表会に向けて、デザインパッケー

ジ製作等商品づくりの最終段階を迎え、追い

込み作業に入っています。

　県では、来年度も引き続き「売れる商品づ

くり」を支援していくこととしています。

◆　県産食材をつかった新商品が続々発売開始！

大間マグロのうまみ
が凝縮した
「大間マグロ醤油」

あったかいごはんとベストマッチの
「十和田美人ごんぼ」
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　青森県農林水産物輸出促進協議会では、１２月２２日

（土）～２６日（水）に、経済成長が著しい「BRICｓ（ブ

ラジル、ロシア、インド、中国）」の一カ国として世界から

注目が集まるロシアのモスクワ、サンクトペテルブルクにお

いて、りんごの輸出可能性調査を行いました。

　モスクワ市内の高級スーパー「アズブカ・フクーサ」で

は、全店舗（２３店舗）で青森りんごのテスト販売を行い、

うち３店舗では２日間、試食宣伝会を行いました。その結

果、青森りんごの品質、味の良さが十分認識され、クリスマ

スや年始需要と合致したこともあり、テスト輸出した約４ト

ンが完売しました。

　また、高級スーパーや卸売業者へ売込みを行ったところ、

スーパーのバイヤーからは味や品質が高く評価されたほか、

絵入りりんごのほかにもおもしろいりんごを提案してほしい

という要望がありました。さらに、卸売業者からは、コスト

低減と効率化のために物流ルートの開拓が必要であるという

意見がありました。

　当協議会では、今後、中国、ヨーロッパ、中東において青

森りんごフェアや商談会、見本市出展などの輸出促進活動を

強力に展開していくこととしています。

「アズブカ・フクーサ」でのテスト販売

売り場に飾られた青森りんご

◆　伊勢丹新宿店で冬野菜をＰＲ販売！

　県は、１月１６日（水）～２２日（火）の７日間、伊勢丹新

宿店において冬野菜フェアを行いました。

　フェアでは「ふかうら雪人参」を中心に、「ながいも」、

「春菊」、「たらの芽」を販売。今が旬の「ふかうら雪人参」

を試食したお客様からは「甘みが強い」と大好評で、閉店前に

当日分が売り切れる状況が続きました。

　県では、今後も、情報発信力の高い高級デパート等とタイ

アップして県産品の情報発信を行っていくこととしています。
「甘みが強い」と大好評の「ふかうら雪人参」

　１月２２日（火）、県内で２４店舗を展開するマックスバ

リュ東北㈱と県がタイアップし、県産品商談会を開催しまし

た。これは、同社からの開催依頼により、浜田店（青森市）

の今春オープンにあわせて実施したもので、県内の５０社が

参加する大規模なものとなりました。

　商談は、新店舗のみならず他店舗での取扱いも含めて進め

られ、今回の新店オープンをきっかけに、より多くの県産品

が県民の皆様方へ愛用いただけることが期待されます。

◆　地産地消の推進～マックスバリュ商談会を開催！

◆　ロシア向けりんご輸出可能性調査を実施！

マックスバリュ商談会の様子


